
星
を
見
る
二
つ
の
眼

鏡か
が
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ウ
ジ

エッセイ 千字文

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
８
年
京
都
生
ま
れ
。
占
星
術
研
究
家
、

翻
訳
家
。
国
際
基
督
教
大
学
大
学
院
修
士
課
程

修
了
。
平
安
女
学
院
大
学
、
京
都
文
教
大
学
客

員
教
授
。日
本
ト
ラ
ン
ス
パ
ー
ソ
ナ
ル
学
会
理
事
。

１０
代
の
頃
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
イ
ア
で
「
占

い
」
を
テ
ー
マ
に
執
筆
、
幅
広
い
層
か
ら
支
持

を
受
け
、
従
来
の
占
い
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
。
主

な
著
書
に『
占
星
綺
想
』（
青
土
社
）、訳
書
に
ジ
ェ

イ
ム
ズ
・
ヒ
ル
マ
ン
『
魂
の
コ
ー
ド
』（
河
出
書

房
新
社
）、マ
ギ
ー・ハ
イ
ド
『
ユ
ン
グ
と
占
星
術
』

（
青
土
社
）、
ニ
コ
ラ
ス
・
キ
ャ
ン
ピ
オ
ン
『
世
界

史
と
西
洋
占
星
術
』（
柏
書
房
）
ほ
か
多
数
。

 1   	

 1 エッセイ　千字文 
	 	 星を見る二つの眼	
	 	 鏡 リュウジ

 	 特集 地球人が宇宙人になるとき
	 2		  宇宙人類学の挑戦	
	 	 	―人類社会と人類学のあらたな可能性を求めて 	
	 	 	岡田 浩樹

	 4		  火星ミッション要員の条件	
	 	 	秋山 豊寛

	 5		  宇宙農業 イモ尽くし	
	 	 	山下 雅道

	 7		  宇宙から電波で電力を送る	
	 	 	橋本 弘藏

	 8		  高次元宇宙はあるか？	
	 	 	村田 次郎

	 10	� 集めてみました世界の◯◯ 

手袋編 
佐々木 史郎

	 12	� みんぱくInformation

 14  文化遺産おもてうら 

無形文化遺産と音楽研究	
福岡 正太

 16   多文化をあきなう 

新潟の多様な小売店 
石附 さゆみ、子島 進

 18 �味の根っこ 

チーイリチャー	
呉屋 淳子

 20  人間学のキーワード 

再分配 
浜田 明範

 21  異聞逸聞 

山奥で飲んで食う人たち 
吉岡 乾

 22 ��制服の世界、世界の制服 

見常者がほしくなるような白杖を 
広瀬 浩二郎

 24 次号予告・編集後記

月刊

2月号目次

　
去
る
一
二
月
三
日
、
宇
宙
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
２
」
の
打

ち
上
げ
が
見
事
に
成
功
し
、
長
い
宇
宙
へ
の
旅
に
出
た
。「
は

や
ぶ
さ
２
」
の
打
ち
上
げ
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
が
大
き
く
注
目

さ
れ
た
背
景
に
は
「
は
や
ぶ
さ
」
初
号
機
の
存
在
が
大
き
い
。

数
々
の
困
難
を
乗
り
越
え
、
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
か
ら
微

粒
子
を
持
ち
帰
る
こ
と
に
成
功
し
た
物
語
は
、
複
数
の
映
画

に
も
な
っ
た
ほ
ど
だ
。

　
こ
の
小
惑
星
「
イ
ト
カ
ワ
」
は
宇
宙
開
発
の
父
、
糸
川
英

夫
博
士
（
一
九
一
二
―
一
九
九
九
）
の
名
前
に
ち
な
ん
で
命

名
さ
れ
て
い
る
。
糸
川
英
夫
博
士
は
戦
闘
機
か
ら
ペ
ン
シ
ル

ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
経
て
日
本
の
ロ
ケ
ッ
ト
工
学
の
端
緒
を
開

い
た
科
学
者
で
あ
る
。
が
、
私
が
最
初
に
知
っ
た
糸
川
英
夫

博
士
の
顔
は
科
学
者
の
で
は
な
く
、
驚
く
な
か
れ
、「
占
星

術
師
」
の
そ
れ
で
あ
っ
た
の
だ
。
糸
川
博
士
は
実
に
幅
広
い

多
趣
味
な
教
養
人
だ
っ
た
よ
う
だ
。
バ
レ
エ
を
踊
り
、
バ
イ

オ
リ
ン
ま
で
自
作
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

し
て
博
士
は
日
本
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
占
星
術
、
一
般
向
け
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
占
星
術
の
父
で
も
あ
る
。
博
士
は
一
九
七
九
年
に

『
糸
川
英
夫
の
細
密
占
星
術
』
を
上
梓
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
。

単
純
な
一
二
星
座
占
い
本
で
は
な
い
。
従
来
は
複
雑
な
計
算

手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
作
成
を
簡
単
に
で
き

る
よ
う
に
し
た
手
引
き
で
、
か
な
り
本
格
的
な
本
だ
。
当
時

一
一
歳
だ
っ
た
僕
が
最
初
に
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
を
作
っ
た
の
は
じ

つ
に
こ
の
本
に
よ
っ
て
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
じ
つ
に
奇
妙
だ
。
な
ぜ
科
学
者
が
占
星
術
の
啓
蒙
を
？ 

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
や
ガ
リ
レ
オ
、
ケ
プ
ラ
ー
が
占
星
術
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
科
学
革
命
の
渦

中
の
こ
と
。
占
星
術
と
天
文
学
が
未
だ
未
分
化
な
面
が
あ
っ

た
時
代
の
こ
と
だ
。
二
〇
世
紀
と
は
話
が
違
う
。
科
学
教
育

の
視
点
か
ら
す
れ
ば
占
星
術
は
時
代
遅
れ
の
迷
信
で
あ
り
、

悪
く
す
れ
ば
「
敵
」
で
す
ら
あ
る
。
実
際
R
・
ド
ー
キ
ン
ス

な
ど
は
反
占
星
術
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
急
先
鋒
だ
。
科
学
者
、

糸
川
博
士
が
占
星
術
を
「
啓
蒙
」
し
よ
う
と
し
た
の
は
単
な

る
ジ
ョ
ー
ク
だ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
惑
星
軌
道
計
算
の
面

白
い
応
用
例
と
し
て
の
遊
び
な
の
か
、
は
た
ま
た
、
ど
こ
か

で
「
信
じ
て
」
お
ら
れ
た
の
か
。
私
に
は
知
る
術
も
な
い
。

　
だ
が
、
考
え
て
み
れ
ば
人
は
誰
し
も
こ
の
よ
う
な
矛
盾

を
抱
え
て
い
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
字
通
り
に
も

象
徴
的
に
も
人
に
は
二
つ
の
眼
が
あ
る
と
私
は
思
う
。
一
つ

の
眼
は
星
を
理
性
の
目
で
客
体
と
し
て
見
る
。
そ
し
て
も
う

一
つ
の
眼
は
星
を
我
が
身
の
希
望
や
不
安
の
体
現
と
し
て
主

観
的
に
見
る
。
そ
し
て
こ
の
人
間
の
も
つ
矛
盾
や
複
雑
さ
は
、

私
に
と
っ
て
宇
宙
の
起
源
に
も
劣
ら
ぬ
魅
力
的
な
謎
で
有
り

続
け
て
い
る
。


